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上五島で音楽演奏会！　集客１０００人 時
津
港
初
！　

海
自
水
中
処
分
母
船
の
一
般
公
開

　

自
衛
隊
家
族
会
新
上
五
島
地

区
会
は
、
９
月
９
日
（
日
）、

新
上
五
島
町
石
油
備
蓄
記
念
会

館
に
お
い
て
新
上
五
島
地
区
会

発
足
10
周
年
記
念
音
楽
演
奏
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
上
五
島
町
長　

の
江
上
様
を
は
じ
め
、
長
崎
地

本
長
の
小
谷
様
、
自
衛
隊
家
族

会
長
の
浦
田
様
他
、
多
く
の
御

来
賓
の
方
々
に
ご
来
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

合
併
後
初
の
自
衛
隊
音
楽
演

奏
会
は
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保

音
楽
隊
を
お
招
き
し
、
町
内
か

ら
３
校
の
中
高
校
吹
奏
楽
部
の

生
徒
（
44
名
）
と
の
合
同
演
奏

も
交
え
な
が
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

演
奏
会
で
は
、「
新
上
五
島
町

町
歌
」
を
含
め
た
素
晴
ら
し
い

名
曲
の
数
々
が
演
奏
さ
れ
、
笑

い
あ
り
、
涙
あ
り
と
、
立
ち
見

客
が
出
る
ほ
ど
埋
め
尽
く
さ
れ

た
会
場
の
観
客
の
皆
様
を
最
後

ま
で
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。（
観

客
動
員
数
１
０
０
０
名
）

　

終
了
後
は
、「
か
っ
こ
よ
か
っ

た
～
」、「
感
動
し
た
～
！
」、「
も

う
来
ん
と
や
ろ
か
？
」、
な
ど

の
声
が
相
次
ぎ
、
反
響
の
大
き

さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
新
上
五

島
町
で
す
が
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通
じ
自
衛
隊
の
募

集
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
ご
協
力
頂
い

た
海
自
佐
世
保
音
楽
隊
、
隊
友

会
上
五
島
支
部
、
各
協
賛
者
、

長
崎
地
本
の
皆
様
、
上
五
島
に

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
家
族
会
新
上
五
島
町
地
区

    

会
長　
　
　

森
本　

利
一

    

事
務
局
長　

江
濱　

和
直

　

琴
海
地
域
事
務
所
は
８
月
26
日

（
日
）、
西
彼
杵
郡
時
津
港　

(

時
津

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
公
園
内
）
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
、「
と
ぎ
つ
夏
ま
つ

り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
主
催
で
あ
る
同
実
行
委
員
会
と

自
衛
隊
家
族
会
時
津
地
区
会
（
会
長
：

新
井
政
博
様
）
の
ご
支
援
に
よ
り
、
時

津
地
区
で
初
の
自
衛
隊
広
報
ブ
ー
ス
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
時
津
町
長
の
吉
田
義
徳

様
を
は
じ
め
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
訪

れ
、
第
16
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
：
南

野
１
陸
佐
）
に
よ
る
装
備
品
展
示
の
ほ

か
、
時
津
港
に
佐
世
保
警
備
隊
水
中
処

分
隊
（
隊
長
：
川
崎
１
海
尉
）
の
水
中

処
分
母
船
５
号
が
入
港
し
、
艦
艇
広
報

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
村
湾
内
で
普
段
目
に
す
る
こ
と
の

な
い
自
衛
隊
の
艦
艇
に
来
場
者
の
大
き

な
関
心
を
集
め
水
中
処
分
母
船
の
船
内

見
学
、
特
別
機
動
艇
や
処
分
艇
の
体
験

試
乗
な
ど
沢
山
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
水
中
処
分
母
船
の
給
養
員
の

直
接
指
導
に
よ
り
時
津
町
家
族
会
が
心

を
込
め
て
作
っ
た
カ
レ
ー
４
０
０
食

は
、
わ
ず
か
１
時
間
余
り
で
完
売
す
る

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
広
報
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を

頂
い
た
部
隊
と
家
族
会
時
津
地
区
会
の

皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
琴
海
所
）

　

防
衛
省
は
、
自
衛
官
候
補
生
と

一
般
曹
候
補
生
の
採
用
上
限
年
齢

を
10
月
１
日
で
改
正
し
、「
27
歳
未

満
」
か
ら
「
33
歳
未
満
」
に
引
上

げ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な

活
動
を
適
時
適
切
に
行
っ
て
い
く

た
め
、
防
衛
力
を
支
え
る
自
衛
官

に
は
、
装
備
品
の
高
度
化
や
任
務

の
国
際
化
な
ど
に
対
応
で
き
る
多

様
な
人
材
を
幅
広
く
確
保
し
、
有

効
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
、
民
間
企
業
等
で
の

経
験
を
有
す
る
人
等
、
よ
り
幅
広

い
層
か
ら
多
様
な
人
材
を
確
保
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。　

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
27
歳
か
ら

32
歳
ま
で
の
方
も
志
願
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
長
崎
地
本
で

は
、
ま
ず
11
月
に
受
付
す
る
第
４

回
自
衛
官
候
補
生
募
集
か
ら
適
用

い
た
し
ま
す

　

該
当
さ
れ
る
年
齢
の
方
は
ぜ
ひ
、

お
近
く
の
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

  

自
衛
官
候
補
生
と
は
？

　　

自
候
生
は
、
３
ヶ
月
の
教
育

後
に
任
期
制
自
衛
官
と
な
り
、

１
任
期
目
は
陸
約
２
年
・
海
空

約
３
年
、
２
任
期
以
降
は
陸
海

空
と
も
約
２
年
で
、
勤
務
を
通

じ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
と

と
も
に
、
各
任
期
満
了
時
の
特

例
退
職
金
支
給
な
ど
の
処
遇
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
部
内
選
抜
試
験
に
合
格

す
る
と
曹
以
上
の
階
級
に
昇
任

し
、
定
年
ま
で
勤
務
で
き
ま
す
。

ま
た
、
退
職
を
希
望
す
る
場
合

は
、
資
格
等
の
取
得
や
専
門
の

担
当
官
に
よ
る
再
就
職
援
護
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
非
正
規
社
員
」
と

は
全
く
異
な
り
ま
す
。

自候生等の採用上限年齢を３３歳未満に引上げ
１０月１日から
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ペ
ー
ロ
ン
大
会
で
全
力

　

隊
友
会
島
原
半
島
支
部
（
支

部
長
：
吉
岡
誠
一
様
）、
長
崎

県
自
衛
隊
家
族
会
雲
仙
地
区
協

議
会（
会
長
：
河
内
繁
信
様
）は
、

９
月
２
日
（
日
）、
雲
仙
市
千
々

石
町
の
橘
神
社
に
お
い
て
、
橘

神
社
総
代
会
と
合
同
で
、
清
掃

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
軍
神
橘
中
佐

が
祀
ら
れ
て
い
る
橘
神
社
の
敷

地
内
を
、
毎
年
９
月
16
日
に
行

わ
れ
る
秋
季
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
清
掃
す
る
も
の
で
、
今
回
で

５
回
目
と
な
り
、
過
去
最
多
の

参
加
者
約
50
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

初
め
に
吉
岡
支
部
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
橘
神
社
の
橘
昌
樹

宮
司
よ
り
安
全
祈
願
の
お
祓
い

を
受
け
、
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
猛
暑
の
せ
い
も
あ
り

９
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
暑

さ
と
日
差
し
の
な
か
で
、
敷
地

内
の
草
刈
り
や
樹
木
の
剪
定
、

空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
拾
い
を
無
事

終
え
ま
し
た
。

　

再
来
年
80
周
年
を
迎
え
る
橘

神
社
は
、
屋
根
の
銅
板
を
今
年

６
月
に
張
り
替
え
、
美
し
い
姿

に
な
っ
て
お
り
、
清
掃
も
終
了

し
例
大
祭
の
準
備
が
整
い
ま
し

た
。（
島
原
所
）

人　

事

　

橘
神
社
清
掃
奉
仕
活
動

予備自衛官補へ辞令書交付

　

地
本
は
、
７
月
28
日
（
土
）、

長
崎
防
衛
支
局
と
合
同
で
、
長
崎

ペ
ー
ロ
ン
選
手
権
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
３
５
０
年
余
の
歴

史
を
誇
る
伝
統
行
事
で
、
地
本
も

13
年
連
続
で
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
多
く
の
関
係
者
か

ら
の
熱
い
声
援
を
受
け
、
予
選
第

３
レ
ー
ス
に
臨
み
、
声
と
櫂
を
合

わ
せ
１
１
５
０
ｍ
を
漕
ぎ
き
り
、

結
果
は
３
位
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
タ
イ
ム
は
練
習
時
の
最
速
記

録
よ
り
30
秒
短
縮
で
き
ま
し
た
。

　

次
の
敗
者
復
活
戦
で
は
健
闘
し

た
も
の
の
５
位
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
選
手
一
同
は
全
力
を
出
し
尽

く
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
練
習
場
を
提
供
し
て

頂
い
た
茂
木
地
区
関
係
者
、
ペ
ー

ロ
ン
船
と
舵
取
り
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
福
田
東
部
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
関

係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
（
総
務
課
）

　

長
崎
地
本
は
、
７
月
22

日
（
日
）、
７
月
１
日
付
採

用
の
予
備
自
衛
官
補
の
辞

令
書
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。
予
備
自
衛
官
補
２
名

が
参
加
し
、
山
口
雄
大
予

備
自
補
の
指
揮
の
も
と
、

本
部
長
か
ら
辞
令
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
行
の
際
に
は
、
自
衛

隊
独
特
の
所
作
に
慣
れ
ず
、

ぎ
こ
ち
な
い
様
子
で
し
た

が
、
本
番
で
は
き
び
き
び

し
た
動
作
と
な
り
短
時
間

で
の
成
長
に
私
達
は
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
月
１
日
付

採
用
の
予
備
自
補
も
参
加

し
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
本
部
長
を
囲
ん
で

懇
談
が
行
わ
れ
、
本
部
長

か
ら
は
、
経
験
を
交
え
た

話
と
、
激
励
が
あ
り
、
予

備
自
補
の
方
か
ら
は「
し
っ

か
り
訓
練
を
終
了
し
て
、

予
備
自
衛
官
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
の

頼
も
し
い
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

予
備
自
補
の
み
な
さ
ん

は
、
今
後
一
般
区
分
採
用

の
方
で
３
年
以
内
に
50
日

間
、
技
能
区
分
採
用
の
方

は
２
年
以
内
に
10
日
間
の

訓
練
に
参
加
し
、
知
識
・

技
能
を
習
得
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
地

域
や
職
場
に
元
自
衛
官
で

予
備
自
衛
官
に
興
味
が
あ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
援
護
課
予
備
自

衛
官
室
へ
ご
一
報
を
お
願

い
致
し
ま
す
。     　

 

　
　
　
　
　
　

(

援
護
課
）

　

長
崎
地
本
は
、８
月
29
日（
水
）、

長
崎
県
防
衛
議
員
連
盟
（
宮
内
雪

夫
会
長
）
が
主
催
す
る
「
第
13
回

九
州
・
沖
縄
防
衛
議
員
連
盟
協
議

会
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、
九
州
・
沖
縄
各

県
・
各
市
町
村
の
防
衛
議
員
連
盟

が
連
携
し
て
国
の
防
衛
に
対
す
る

市
民
の
意
識
の
啓
発
と
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
諸
活
動

へ
の
協
力
を
通
じ
、
我
が
国
の
平

和
と
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
長
崎
県
で
の
開
催
は
８

年
ぶ
り
で
、
副
知
事
、
国
会
議
員
、

各
県
市
町
村
防
衛
議
会
議
員
、
部

隊
長
等
約
２
１
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
総
会
で
は
、
防
衛
省
・

自
衛
隊
に
対
す
る
一
層
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、隊
員
の
募
集
・

就
職
援
護
に
対
す
る
協
力
支
援
に

努
め
た
い
と
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
水
陸
機
動
団
長　

青
木
伸
一
陸
将
補
に
よ
る
「
我
が

国
の
列
島
線
防
衛
と
水
機
団
」
の

講
話
が
行
わ
れ
、
現
在
の
我
が
国

に
お
け
る
防
衛
計
画
と
水
陸
機
動

団
の
任
務
等
の
説
明
の
後
、
相
浦

駐
屯
地
に
お
い
て
水
機
団
の
訓
練

を
見
学
し
、
参
加
者
は
特
別
な
装

備
と
士
気
の
高
い
訓
練
展
示
に
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
西
方

総
監
、
佐
世
保
総
監
及
び
西
空
司

令
官
を
交
え
て
懇
談
し
、
防
衛
議

員
と
各
部
隊
長
等
と
の
協
力
関
係

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
次
年
度
開
催
県
の
沖
縄
県

防
議
連　

花
城
大
輔
幹
事
長
の
万

歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
盛
会
に
終

了
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
総
務
課
）

【
退
官
】

３
等
陸
佐　

松
本　

義
孝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

10
月
31
日
付　
　

松本３等陸佐

お世話になりました

【
昇
格
】

行
（
一
）
６
へ

  

行
（
一
）
５　

田
島　

伸
太
郎

                          

10
月
1
日
付

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
浦
・
梅
香
崎
安
全
安
心
夏
ま
つ
り
に
参
加

長
崎
地
本
は
、
８
月
４
日
（
土
）

に
長
崎
市
の
大
浦
小
学
校
で
行
わ
れ

た
「
２
０
１
８
大
浦
・
梅
香
崎
安
全

安
心
夏
ま
つ
り
」
に
長
崎
募
集
案
内

所
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
大
浦
・
梅
香
崎

地
区
の
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
住

民
同
士
の
繋
が
り
を
深
め
よ
う
と
地

区
自
治
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

警
察
や
消
防
、
海
保
な
ど
が
協
力
し

ま
し
た
。

地
本
は
、
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
展
示
、
ミ
ニ
制
服

試
着
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
多
く
の

方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
地
域
と
連

携
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
自
衛
隊

の
理
解
促
進
へ
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
室
）

九州・沖縄防衛議員連盟協議会を支援


